
■天候

1 2 3 4 5 6 7 計 安 失

5 2 1 0 1 0 0 9 7 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 4

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7

1 投         3 3 2 1 四球 四球 中本 三安 三振

2 一         4 2 1 1 捕安 四球 三振 三振 遊失

3 捕         3 1 1 0 四球 四球 三振 左２ 三振

4 遊         4 1 1 3 中本 三振 三失 投ゴ

5 三         3 0 0 0 投飛 三振 三振 四球

6 二         3 1 1 1 四球 遊安 三振 一飛

7 左         1 0 0 0 死球 投ゴ

8 打         1 0 0 0 二ゴ 三振

9   左       0 0 0 0 三振 四球

9 中         4 1 1 1 三振 遊安 一飛

9 右         4 0 0 0 三振 三振 三振

          

          

          

          

30 9 7 7

7

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7

1 右 中       2 0 0 0 三ゴ 四球 三振

2 投         2 0 0 0 三振 四球 三振

3 遊         3 0 0 0 三振 三振 投ゴ

4 三         3 0 1 0 三振 三安 二ゴ

5 左         3 0 0 0 遊ゴ 三振 三振

6 一         2 0 0 0 三振 四球 投ゴ

6 二         1 0 0 0 三振

7   二       2 0 0 0 三振 三振 三振

8 中         0 0 0 0 死球

8   右       2 0 0 0 三振

9 捕         2 0 0 0 三振 三振

          

          

          

          

22 0 1 0

7

星槎国際高校・広島・通　対　香川県立丸亀高校

　残塁：9　　併殺：0

1

四球

曇り時々雨

丸亀

捕手

菅　　　卓　人

星槎国際広島

39 7

石　田　竜　輝

福　岡　芽　玖

前　田　颯　翔

合計

■戦評

池　田　斗　馬 平　石　　　潤

自責

4 0

7池　田　斗　馬 15

三振

9

四球

　残塁：5　　併殺：0

西　　　祥　希

照　屋ゲンセイ

平　石　　　潤

平　尾　隆　人

森　　　直　貴

池　田　斗　馬

西　　　祥　希 16

三振

自責氏名 回数 打者 安打

26

回数 安打

７回コールド

■日時 令和元年8月14日(水)

■球場

出場校名

大田スタジアム

球審：田島　　　塁審：早川　佐々木　ジャック■審判

■試合時間 ■備考

西中国・広島

四国・香川

19時間52分

代表地区

第3試合　2回戦

西　　　祥　希

丸亀

菅　　　卓　人

星槎国際広島

ポジション 氏名

宮　武　篤　矢

　星瑳１回の攻撃は、１番西が四球で出塁すると捕手の捕逸により二塁へ進塁、２番宮武の遊内野安打で二塁から西が生還し、一、二番で先制し
た。続いて３番菅が四球を選び、無死一三塁と攻めたて、４番川后の中越え本塁打により３点を加点した。一死後、制球の定まらない池田を攻め、
四死球で出塁すると相手の内野手の失策も絡み、一死二三塁として８番村上の二塁ゴロの間に野口が生還し、この回５点目を挙げ、星瑳は打者一
巡の攻撃で池田の立ち上がりを攻めた。その裏、星瑳の西は丸亀の打者を３人で打ち取り、上々の立ち上がりを見せた。２回星瑳は制球の定まらな
い池田を攻め、連続四死球で満塁とし、投手の暴投で一点。二死後、６番野口の遊内野安打の間にさらに１点を加点し、リードを７点とした。さらに３
回表、西の本塁打で１点を加点した。一方、丸亀打線は３回３つの連続四球で二死満塁とし、絶好の得点球を迎えたが、後続が西に抑え込まれ無
得点に終わった。さらに４回も先頭打者福岡が三塁内野安打で出塁し、西の暴投により三塁まで進むも、後続が打ち取られ、今回も無得点に終わっ
た。試合は星瑳がその後１点を追加し、９点として西が丸亀打線を完封し、大会規定により７回コールドで勝利した。

村　上　智　哉

備考

■バッテリー

打者

■投手成績

川　后　克　典

森　永　海　渡

惠飛須　公　平

野　口　達　矢

矢　野　健　介

伊　藤　知　美

楠　本　健　翔

備考

氏名

■投手成績

新　宅　龍　生

大　谷　康　晟

秋　山　桃　香

合計

投手 捕手

ポジション 氏名

■バッテリー

投手


